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岩
国
市
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
俳
句
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
左
記
の
と
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俳
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い
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し
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市
民
を
中
心
と
し
た
俳
句
愛
好
者

岩
国
市
内
小
、
中
、
高
校
生

投
句
数
　
一
組

（二
句
ド
と
し
～
六
組
ま
で
可

（小
、
中
、
高
校
生
は
一
句
）
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当
日
の
出
席
者
は
、
「席
題

一
句
」
（席
題
発
表
は

当
日
十
二
時
、
締
切
は

十
二
時
）

投
句
料
　
　
一
組
に
つ
き
千
円
、
（郵
便
切
手
は
不
可
）
（小
、
中
、
高
校
生
は
無
料
）

（用
紙
不
足
の
場
合

コ
ピ
ト
か
原
稿
用
紙
で
も
可
）
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四
〇
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Ｏ
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三
二
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国
市
尾
津
町
二
十
三
六
十
二
人
　
片
岡
　
洋

（○
人
三
七
十
三

一
十
六
三

一
九
）

上
重
石
峰
、
片
岡
　
洋
、
金
■
寛
治
、
金
光
紀
代
子
、
金
光
清
美
、
古
崎
節
子
、

島
津
教
恵
、
自
田
　
進
、
中
村
律
子
、
正
木
紀
子
、
　

松
本
憲

一
、
吉
本
み
ね
子

　

（五
十
音
順
）

岩
国
市
長
賞
（
岩
国
市
議
会
議
長
賞
、
岩
国
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
、

岩
国
市
文
化
協
会
長
賞
、
岩
国
俳
句
協
会
長
賞
、
大
会
賞
ほ
か

（当
耐
席
題
に
は
岩
国
俳
句
協
会
長
賞
）

岩
国
俳
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会

岩
国
市
、
岩
国
教
育
委
員
会
、
岩
国
市
文
化
協
会

中
国
新
聞
防
本
長
社
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大会の去魚

(一オに O知 )

出席・ 欠席

投旬舒物

今オロ6年

8

周

31

El

電話 み子


